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  春夏秋冬朝昼晩，いついかなる時でも，僕が好きなのは「寝る」という行為だ．それは，実家を出て大学の近くのマンションを三人でルームシェアしている今でも変わらない．
  今日，土曜日は，バイトも講義もなく，絶好の昼寝日和だ．玄関，リビング，三つの部屋と，まさしく三人用ルームシェアの為に作られたような間取りの内の一室が僕のプライベート空間，の筈だったけれども．

  今電気カーペットの上でゴロリと転がる僕の脇では，二人の男女が大声で白熱したじゃんけんを繰り広げている．
  彼らは僕のルームシェア相手で，ここ半年辺り，僕が部屋で一日中寝ようとすると，自然と部屋に集まって来ていっしょに寝ようとするのだ．どうもそうするようにしたのは二人でタイミングを合わせたらしく，実は前々から二人はこの部屋で僕と寝たかったらしい．
  初めて二人が部屋に来て，この部屋で寝たいと言ったときは意味が分からず驚いた．これが男一人に言われていたら後の処女の危機を感じていただろうし，女一人に言われていたとしたら，今まで意識してこなかった彼女を意識せざるを得なくなっていただろうが，二人同時だったのでそのどちらの感情も起きず何とも言えない気持ちになっていた．

  そんな二人の言い分はこうだった．

～男の場合～

「なあ，これから寝るんだろ？ い，一緒に寝ないか？」

「いや，別にな，そういう趣味じゃないんだよ，そんな引かないでくれ」

「ほら，こいつも俺とおんなじ事を言いに来てんだよ」

「なんでこんなこと言うのかっていうとな，この前二人で飲んだだろ，そう，あの日」

「あの日は二人で酔っ払って前後不覚になってたよな．で，まるで死体のように床に倒れて寝たじゃん」

「……あの時な本当に気持ちよく眠れててな，それこそ寝てながらわかるくらいに」

「で，起きたときにわかったんだよ」

「そんときの俺の枕な，お前の尻だったんだよ」

「いや，だから！そんな意味は全然ないから！本当に！」

「それから数日，俺はあの時の快眠が忘れられなくてな，こうして頼みに来たんだよ」

「な，頼むよ，枕にして寝かせてくれよ」

～女の場合～

「ま，こいつが言ってるように，私も君と一緒に寝たいのよ」

「私が，こんな字面にすると貞操感のかけらもないようなセリフを言っちゃうほどに」

「君のお腹は最高だった」

「こいつが快眠したあと，名残惜しそうに学校に行ったあとに，今度は私が帰ってきたの」

「女子会でオールしたあとだったから意識は朦朧としていたわ」

「もう化粧を落とすとか，シャワーを浴びるとかどうでもいい，ひたすらに寝たい，そんな気持ちだったと思う」

「そしてリビングに来た私の目に入ったのは，君のお腹」

「程よい肉付きのそれは私にとって枕以外のなにものにも見えなかったわ」

「そしてそのままお腹へダイブ」

「カエルが潰れたような音が聞こえたような気がするけれど，いい感じに反発と吸収のバランスが取れた弾力に私の意識は闇に飲まれたわ」

「はっきり言って，生涯最高の安眠だったわね」
「だからね，もう一度あの安らぎを得たいの」
「お願い，枕になって」

  それはもう怒涛のお願いだった．で，結局僕はその謎の熱意に負けて頷いてしまったのだった．

  しかし，寝る段階になって問題が発生した．それは男の方は僕の尻，女の方は腹という，どうしても相容れない場所を枕にしたかったからである．

  ということで，現在行われているじゃんけん，それによって僕が仰向けになるかうつぶせになるか決まることとなったのである．

  ちなみに，最初のときは結局男の方が勝って僕はうつぶせになった．そして，男は僕の尻を，女の方は渋々ながら僕のふくらはぎを枕にして寝た．こんな状態で眠れるものだろうかと思ってはいたが，そこは寝るのが好きな僕，普通に眠った．更にいえば男も女もすぐに眠りに落ちたらしい．約八時間後に大体同タイミングで目覚めた時，全員とてもスッキリした顔をしていたのは間違いない．
「よっし，今回はあたしの勝ちね！ じゃあ，お願い！」

「くっそー，久々に連続で寝られると思ったのに……」

  女の勝ち誇る声とともに，僕は横にしていた体をコロンと後ろに倒して仰向けになる．

「じゃあ，おやすみ」

「おう，おやすみ」

「おやすみー」

  女は腹，男は僕の太ももを枕にして，眠りについた．

  ふと，目が覚める．少し首を動かして時計を見るとまだ四時間ぐらいしか経ってないらしい．

  下を見ると女が寝ていた．涙を流しながら．

  そして，ちょっとだけ首をあげて男の方を見ると，こっちも涙を流していた．

  皆で寝てる時にふと目が覚めた時はこんなことが多い．

  二人とも，色々と気苦労が多い人間で，たくさん辛い思いをしているのだ．

  二人の生活に首を突っ込む事はしないが，男の携帯へのメールや着信が中々途切れず忙しそうにしている事や，女がいつも夜遅くまで何か難しそうな書類と格闘しているのは一緒に暮らしていれば僕みたいなのんきでもわかる．

  もし，二人が僕を枕にする前よりも，少しでも気が楽になっているのであればそれだけでとても嬉しいと思う．

  そのくらいには僕は二人が好きなんだ．なんてったってルームシェアして２年は経ってるし．
  そんなことを思いながら，腹と太ももに感じる二人の体温の気持ちよさにまた眠りに落ちていった．

  一番先に起きたのは僕だった．時計を見たらさっき起きた時から四時間，合計八時間経っている．そろそろ夕飯の支度をしなければいけない．

「二人とも，起きて」

「んぅ」

「のぅ」

  なんとも気の抜けた返事を返しつつ，二人はゆっくりと体を起こす．

「そろそろ夕飯の支度をしなくちゃ」

「もうそんな時間かー，今日は鍋にすっかー」

「やっぱりお腹気持ち良かったー，鍋にするならみんなで買い物でも行こっか」

  伸びをして気持ちよさそうに話している二人を見ている．

「ねぇ」

  口がかってに動いた．

「疲れたらさ，いつでも枕にしていいから」

  心からの言葉だった．

  突然の僕の言葉に，二人は驚いたようにして顔を見合わせたあと，笑顔を僕に向けて声を揃えて，

「ありがとう」
と，言ってくれた．
  やっぱり二人が笑顔でいてくれることは嬉しい．自然と顔をほころばせながら，僕も一つ，うーんと伸びをした．
